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1 高城氏が統治する以前の東葛 

～ 下総国の政治の中心で千葉氏と縁の深かった東葛 

 

 （１）下総国府の置かれた国府台と千葉氏 

古代から中世にかけて、下総の国の政治上の中心は、国府のあった、現在の

市川中心部から北に位置する国府台辺りであった。現在、国府台には大学やス

ポーツ施設、病院などと公的な施設が建ち並んでいるが、明治時代から軍隊が

駐屯していた場所であった。そのはるか前には、国府があり、官庁である国衙

や役人たちの居宅もあった。さらに、国府の近くには、国分僧寺、国分尼寺が

あり、それらがあった場所は、後に述べる国分氏ゆかりの国分という地名で呼

ばれている。真間山弘法寺も、国府台と一続きの台地上にあり、その台地の下

には万葉集で詠われた真間の手児奈の伝説ゆかりの手児奈霊堂もある。 

千葉氏は、その下総国の守護であったが、そのルーツは平将門で有名な坂東

平氏のなかで、大規模な乱を起こした平忠常である。 源平合戦の時代には、

その子孫である千葉介常胤、上総介広常は、両総で勢力を伸ばし、平治の乱で

源義朝が敗れた結果流されていた伊豆を脱出した頼朝を庇護した。 

ところで、千葉氏の守護所がどこにあったかは明確でないが、国府台の周辺

であったことは間違いない。 治承四年（1180）頼朝の挙兵のおり、頼朝とそ

れに従う千葉介常胤がその六子（太郎胤正、相馬次郎師常、武石三郎胤盛、大

須賀四郎胤信、国分五郎胤通、東六郎胤頼）を伴って参会したのも、下総国府

であった。８代目の千葉頼胤の代には今の馬橋の二ツ木に館を構えたらしく、

千葉氏歴代の墓がある大日寺もかつては馬橋にあった。 

 

（２）千葉氏の台頭 

 千葉常胤は上総介平広常が頼朝によって誅されると、その領地をも併合し、

有力な鎌倉御家人としての地位を確立した。千葉氏の本拠地は、もともとは大

椎であったが、今の千葉市中心部に進出し、千葉城（亥鼻城）を根拠とした。

常胤の子らは、下総の各地に散って多くの子孫を残していった。太郎胤正は宗

家として千葉庄、千田庄などの下総の所領を継承したほか、上総介広常の上総

の遺領や北九州の小城などを伝領した。 

相馬次郎師常は相馬御厨を継承した（後に、奥州行方郡などを領して子孫の

主流は、奥州相馬氏となった）。相馬郡は、千葉常胤の一族である常晴が常胤

の父常重に領地を譲ったことから、もともと千葉氏とゆかりが深く、相馬御厨

が伊勢神宮に寄進されたとはいえ、事実上の支配者は千葉氏であった。その千

葉氏の主要な根拠地である相馬を相馬師常が継承したことは、嫡子である胤正

についで次男である師常が重視されていたことを示している。 
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武石三郎胤盛は千葉の武石郷と陸奥の宇多・伊具・亘理の三郡を、大須賀四

郎胤信は下総香取郡大須賀保と陸奥岩城郡などを領した。国分五郎胤通は葛飾

郡国分郷、香取郡大戸庄などを領し、東六郎胤頼は香取郡木内庄、立花庄、三

崎庄などを領した。東氏の子孫は美濃郡上郡にも領地をもち、移住して美濃東

氏となった。有名な東常縁は、その美濃東氏の出身である。 

当時多くの豪族は荘園や神領を侵食し、押領などを行っていた。これについ

ては、千葉氏も例外ではなかった。下総では相馬御厨や香取神宮領をめぐって、

様々な争いの記録*が残っており、特に香取神領での千葉氏家臣中村胤幹の乱

暴狼藉は有名で、再三香取神宮から訴えられた。 

*以下は香取神宮が千葉氏家臣中村頼景ら三名が神領の稲を勝手に刈り取っ

たのを返せと訴えた文書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また千葉氏関連では、鎌倉時代の終りごろ、元寇に備え、鎌倉幕府の御家人

は九州へ下向、一部はそのまま九州肥前国小城に留まることになり、千葉氏の

本宗であるはずの宗胤が下向して九州千葉氏が生まれ、後に下総千葉氏と対立

することになった。 

 

（３）相馬氏の繁栄と奥州への移転 

相馬氏は相馬御厨の事実上の支配者として、繁栄した。相馬御厨が、香取の

海、手賀沼の水運を利用して、現在の利根川下流地域や江戸川流域とも交易が

可能であったことも、一つの要因であろう。しかし、相馬氏の繁栄は分割相続

が繰り返されたことや家督相続の争いから、次第に翳りがみえてくる。鎌倉中

期、相馬胤綱の没後、未亡人である相馬尼は嫡子胤継を義絶（尼の子、胤村が

多くを相続）、さらに、胤村の死後も家督争いが起った。 

正安元年(1299)6 月 7 日『関東下知状』（『香取田所文書』） 

 

 下総国香取社神官等申 稲以下事、 

  

 右、千葉介胤宗従人中村六郎頼景、同孫三郎頼幹、同孫太郎頼常等入利銭之間、取負畢、 

 雖然依法不糺返之処、号彼代之由、押取彼稲以下由、就訴申、三箇度雖成奉書、依不叙用、 

 遣国雑色之処、如信乃守時連執進胤宗去年正月十二日請文者、召進論人云々、者于今無音之条、 

 難遁違背之咎、然則於彼稲以下者、可糺返于神官等也者、依仰下知如件、 

  

   正安元年六月七日           惟宗（在判） 

                      散位藤原朝臣 

                    前出羽守藤原朝臣（在判） 
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結局、胤村没後は師胤が陸奥国行方郡内を譲与され、奥州に基盤、胤氏の子

孫は下総に留まり、南北朝期には奥州相馬氏は北朝、下総相馬氏は南朝につい

た。そのため、下総の地に留まった下総相馬氏は南風競わず、勢いを失い、守

谷を拠点としたものの、その他相馬郡に残存した所領に分散する。 奥州に移

った相馬氏からも相馬岡田氏など庶流が分立した。相馬氏の一族である戸張氏

や、藤ヶ谷相馬氏（藤ヶ谷氏）は、戦国時代にも残ったが、後述するように別

の土地に退転、または高城氏配下となった。 

 

２ 高城氏はどこから来たのか  （謎の多い出自と東葛への進出時期） 

 

（１）千葉満胤の代に千葉氏家臣として登場する高城氏 

高城氏は、現在の当主高城忠雄氏所蔵の系図でも、江戸幕府に提出された系

図、すなわち「寛政重修諸家譜」掲載のものにおいても、藤原姓二階堂氏で紀

州出身となっている。また、「熊野新宮の侍」であったという伝承があり、実

際に高城氏の熊野信仰は有名である。 

高城氏自身は藤原姓二階堂氏で、紀州熊野の出であると明言しているのだが、

かつては平姓で千葉氏の流れであると言っていた。藤原姓を名乗ったのは、高

城氏が後北条氏没落に伴い、大名の地位を失い、後に徳川家旗本、幕臣に任官

するに及んで、徳川家と敵対した千葉氏の出身といえなくなったからで、やむ

を得ず母方の藤原姓を名乗ったと推定されている。 

高城氏は戦国後期の高城胤吉―胤辰―胤則の系譜は確かであるが、それ以前

の系譜が明確でないのである。 

もともと高城氏が千葉氏家臣として世の中の表舞台に登場するのは、貞治4年

（正平20年/1365）に六歳で家督を継ぎ、応永33年(1426)に没した千葉満胤の直

臣の一人としてであり、その名を記載した「千葉大系図」満胤の項では将軍足

利義詮から満胤の補佐を命じられた人々の交名が粟飯原弾正左衛門、大庭次郎、

相馬上野二郎、大須賀左馬助、国分三河入道、東二郎左衛門入道、といった氏

族、円城寺式部丞、円城寺駿河守、鏑木十郎、という家臣の名の終わりの方に、

常陸国行方一族の行方平四郎、麻生淡路守、島崎大炊助、龍崎尾張守、とあり、

最後に高城越前守の名前が見えるような形であった。高城越前守はどこの人物

か不明であるが、高城氏は常陸国出身と思われていたふしがある。 

八木原文書「小金城主高城氏之由来」によれば、九州千葉氏の祖である大隈守

胤貞の弟新介高胤の次男胤雅の代に九州千葉氏から分岐し、肥前高城村から高城

姓を名乗って、南朝方として戦った歴史を持ち、最後に拠ったのが紀伊熊野新宮

であったと伝えられ、実際高城氏には熊野信仰がある。しかし、現在八木原文書

自体の信憑性が疑われている。九州千葉氏は北朝方であったのに、高城氏だけが
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南朝というのも不自然で、原氏との接点を説明するための作り話と思われる。た

だ時代も背景も異なるが、古河公方の勢力を鎮圧するために、（幕府が派遣して）

高城氏が熊野から来たという伝承は松戸の旧家等に残っている。 

高城氏の出自に関しては、前述の紀州熊野説、九州千葉氏の分流という説以外

に、相馬氏が所領とした奥州松島の高城保を名字の地とするという奥州説もある。

ちなみに奥州では熊野信仰がさかんであり、高城氏が奥州出身であってもおかし

くはない。 

高城保は現在の宮城県松島町にあったが、陸奥国行方郡小高に移住した相馬氏

が所領とした土地であり、早くから奥州高城氏がいて、相馬氏、あるいは奥州探

題の大崎氏に従った。その大崎氏は香取郡大崎にルーツがあり、寛元元年（1243

年）、足利泰氏の庶子で下総国香取郡大崎の足利家氏（斯波氏の始祖）の子孫、

斯波家兼が故地をとって大崎を名乗ったのが、はじまりだという。その奥州高城

氏が、属していた相馬氏か大崎氏に従って、あるいは「千葉実録」にあるように

常陸国鹿嶋あたりに移り、そこで地力をつけ、千葉氏の家臣に登用されるにいた

ったのではないか。実際、現在も茨城県稲敷市あたりには、高城姓が目立つ。 

千葉家における高城氏は、常陸の国人と同一視されるような新参者として登場

した。千葉満胤が幼くして家督を継いだのは南北朝の戦乱がまだおさまらない時

期で、家臣団には一族中心から近隣の中小領主も取り込まれていた。 

また実際に、高城氏が勢力を広げた東葛地方は、かつて相馬氏が支配した地域

の南部というような場所であり、高城氏の家臣には明らかに相馬氏出身のものが

いる。やはり高城氏と相馬氏は、その発祥から関わりがあったようである。 

しかし、出自がどうであっても、当初千葉氏の傍流の家臣であったものが、戦

国末期には東葛の雄といわれる大名にまで成長して行った過程は興味深い。 

 

＜高城氏ゆかりの東漸寺＞ 
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（２）史料にみる高城氏 

高城氏の動静は本土寺過去帳などの史料に記載がある。例えば、個人別に記

載されたもので、高城氏のなかでおそらく最古と思われる高城四郎右衛門清高

は永享9年（1437年）に現在の松戸市栗ヶ沢で亡くなっているなどと、15世紀

前半から高城氏が東葛で活動していた様が見て取れる。 

なお、高城四郎右衛門清高は千葉氏特有の通字である「胤」の字を実名に含

んでおらず、千葉氏からは縁の遠い人物であった可能性がある。 

また、過去帳には地域が書かれているが、「アヒコ」は今の我孫子、「マハシ」

は馬橋で、本拠だったと思われる栗ヶ沢以外に各地に一族が分布していたこと

が分かる。 

 

以下、本土寺過去帳に記載された高城氏（高木と表記されたものを含む）を

表として掲示する。 

 

＜本土寺＞ 
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 表１：本土寺過去帳に記載された高城氏

名 法名 命日 没地 現在地 備考

高城四郎右衛門清高
永享9(1437)年
6月19日

クリカサ
ワ

松戸市栗ヶ
沢

高城四良右衛門 某年某月20日

山倉高城雅楽助 妙助
寛正6(1465)年
4月26日

船橋 船橋市
中野城落城
後、船橋ノ陣
で討死

高城周防入道悲母 妙林尼
文明6(1474)年
6月16日

アヒコニ
テ

我孫子市我
孫子

高城周防入道
の母

高城六郎左衛門
文明7(1475)年
閏7月28日

高城安芸入道
文明8(1476)年
3月7日

間橋 松戸市馬橋

高城孫八
文明8(1476)年
3月21日

マハシ 松戸市馬橋

高城彦四郎
文明8(1476)年
4月2日

アヒコ

高城和泉守御内方 妙泉尼
文明8(1476)年
10月17日

アヒコ
高城和泉守の
妻　アヒコ

高城新右衛門
延徳2(1490)年
閏7月19日

高城彦九郎父

高城彦九郎
高城新右衛門
の子

花井六郎左衛門 高城彦六の父

高城六郎左衛門 某年某月28日 花井と同一？

高城彦六
延徳4(1492)年
6月17日

花井六郎左衛
門の子

高城安芸入道 道友
明応4(1495)年
4月1日

マバシニ
テ

松戸市馬橋

高城周防守
雪叟入道光
霊

弘治10(1497)
年2月29日

高城彦四郎 春谷霊位
永正10(1513)
年1月9日

アヒコ

高城周防守 実山宗真
永正11(1514)
年7月27日

高城和泉守 祖翁性高位
永正12(1515)
年2月25日

アヒコ

高城治部少輔
永正14(1517)
年4月28日

高城彦三郎
享禄4(1531)年
9月1日

小屋島ニ
テ

不明

高城下野守
関相玄酬居
士

天正10(1582)
年12月16日

高城源次郎殿老母 妙星
慶長5(1600)年
10月25日

高城胤則の母

高城源二郎 玄白霊位
慶長8(1603)年
8月17日

伏見ニテ
京都府伏見
区

高城下野守 輝叟玄楊
天文15(1546)
年4月25日

高城源左衛門成幸 某年7月5日

高城民部少輔
某年某月11
日、12日

フカイニ
テ打死

流山市東深
井

討死同家風五
十余人

高城下野守 玄心居士伝
昭

某年某月12日

御内室 桂林尼日庵 某年某月12日 高城下野守の
室

高城新左衛門
家中親父　継
仙聖霊

高城勘三郎 宗光 某年某月23日

高木刑部左衛門 道清入道 某年5月4日
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 他に十二日欄に、年、法名記載のない「高城民部少輔討死同家風五十余人」という記載もあり 

（３）享徳の大乱以降の高城氏 

この本土寺過去帳で、最初の高城清高の没年から次の山倉高城雅楽助の没年の

間に、千葉氏にとって大きな事件が起きた。 

それは鎌倉公方足利持氏と関東管領上杉氏との対立に端を発し、古河に移座し

た古河公方足利成氏に対する態度をめぐって対立した千葉家の内紛・分裂による

下総の動乱である。 

すなわち鎌倉公方足利持氏が管領上杉氏および将軍家と対立、ついに足利将軍

家が今川氏に足利持氏を討伐させた永享10年（1438年）の永享の乱の翌年、持氏

遺児の安王丸、春王丸を擁した持氏残党は結城氏朝とともに結城城に籠り、結城

合戦が戦われる。嘉吉元年(1441)4月結城城は落城、結城氏朝も敗死し、捕まっ

た安王丸、春王丸は美濃で斬られた。 

生き残った足利万寿王丸は、鎌倉に復帰、文安6年(1449)6月鎌倉公方となる。

後の古河公方、足利成氏である。享徳3年（1454）12月、足利成氏の近習結城・

武田・里見らは、関東管領上杉憲忠を謀殺し、それ以降文明14年（1483）の都鄙

合体まで20年以上にわたり成氏方と上杉氏が各地で戦う享徳の大乱となる。 

 

享徳の大乱の対立構図 

 

（将軍）足利義政 ⇔ （古河公方）足利成氏 ⇔  山内・扇谷上杉氏 

  堀越公方足利政知   馬加系千葉氏、小山氏など 太田道灌、武蔵千葉氏 

（対立→講和→対立） 

 

享徳4年（1455）6月、自らが宇都宮氏討伐などで留守をしている最中に、幕命

を受けた今川氏に鎌倉を占拠された足利成氏は、鎌倉に帰ることができず、古河

に本拠を構え、古河公方となった。 

長禄2年（1458）将軍義政は異母兄政知を新しい鎌倉公方として送り込むが、

関東の武士たちの支持を得られず、鎌倉に入れないために、伊豆の堀越にとどま

った（堀越公方）。長禄3年（1459）には反公方勢力が武蔵の五十子に以後18年間

陣を張るなど、関東の反公方勢力の動きも活発化した。 

一方、下総国では享徳4年(1455、7月に改元して康正元年)、関東の覇者を目指

す足利成氏に呼応して、千葉氏の庶子であった馬加康胤は千葉氏重臣である原胤

房とともに、反成氏で関東管領上杉氏に近い千葉介胤直一族を千葉城に攻め、さ

らに千葉城を脱出し、千田庄の志摩城や多古城に拠った千葉介胤直一族を土橋の

如来堂やその周辺で自刃に追い込んだ。 
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康正元年（1455）11月、東常縁は千葉氏の分家にあたる国分、大須賀ら一族を

率いて、馬加康胤、胤持父子を攻撃した。結局馬加康胤は自刃、胤持も戦死した。

しかし、馬加康胤の庶長子、弟、養子とも伝えられ「岩橋殿」といわれていた岩

橋輔胤が跡を継ぎ、輔胤は原胤房と下総国内で分散して、東常縁軍に抵抗を続け

た。 その岩橋輔胤が新たな千葉氏当主となり、輔胤が文明3年（1473）に出家

退隠すると、子の孝胤が家督を継ぎ、孝胤は千葉介と名乗った。 

一方、古河公方の近臣、武田信長は、古河公方の命を受け、上総国に入ったが、

それ以前に上総に土着した足利家の旧臣らを含め、周辺豪族たちを圧迫し、ある

いは屈服させ、庁南、真里谷に城を築いて、その子孫は庁南、真里谷武田氏とな

る。そして、同じ古河公方に従った原氏の勢力圏にまで手を伸ばし、両者はしば

しば衝突することになる。 

この享徳の大乱で、高城氏は既に原氏に従って動いていたかもしれないが、そ

れを証拠付ける文書は未見である。ただ、その大乱に端を発する、上総武田氏と

原氏との抗争に関連して、注目すべきは、本土寺過去帳の次の記述である。 

「山倉高城雅楽助 法名妙助 中野城之落葉ニ路次ニテ死スル処、諸人成仏得

道、寛正六乙酉四月 船橋陣ニテ打死」、すなわち山倉（現在の市原市山倉*）に

いた高城雅楽助が中野城が落ちた時に敗走する中で死ぬところを落ちのびたが、

船橋の陣で討死したというのである。山倉は、上総の最北部で原氏が拠った小弓

城（生実城）に近い。またこの「中野城」は、一般には現在の千葉市若葉区中野

にあった城で、城跡が本城寺という寺院になっている中野城と考えられているが、

市原市中野にあった市東城ともいう。いずれにせよ、原氏家臣であった酒井氏な

ど原氏側の勢力が築いたといわれる城である。その辺りは当時原光胤（大野原氏

の祖で原胤親の子）がいたとされる原村（千葉市若葉区原町）にも近く、おそら

くこの頃には高城氏は原氏の寄騎となり、原氏に従ってかの地にいたのであろう。

また海路逃げる途中、船橋に上陸しようとして、また合戦に巻き込まれたのでは

ないか。*山倉には香取市山倉という説もある 

本土寺過去帳以外の史料として、発給文書がある。高城制札という古文書が、

やはり本土寺に伝わっているが、これは文明2年（1470）のもので、当時既に高

城氏が小金にも勢力を伸ばしていたことを示す。本土寺の外護者は当初の平賀氏、

曽谷氏から佐倉の六崎氏と変遷があったが、高城氏が戦国初期から進出していた

ことは注目される。つまり従来言われていたように、栗ヶ沢→根木内→小金とい

う順で狭い片田舎から次第にメジャーな場所へ進出したのではなくて、栗ヶ沢か

ら根木内と小金への進出は殆ど同時だったのではないだろうか。 

最近の研究で、原氏は第一次国府台合戦の頃松戸城に拠った以外に、小金城

にもいたことが分かっている。それも小金城の前身が同じ場所にあったようなの

である（以前はそれが馬橋だと言われてきた）。原氏の重臣ともなれば、近侍す
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るのも当然であり、もともとは原氏主流の近くに高城氏はいたと思われる。 

 

 

 

 

高城氏が上総と下総の国境に近い場所にいたことは 

 

３．原氏の重臣となった高城氏 

 

（１） 千葉氏随一の重鎮原氏 

原氏とはいかなる氏族であろうか、以下のようにまとめることができる。 

・もともと千葉一族であり、千葉氏の重臣（家老クラス、円城寺氏と争う） 

・千田庄原郷が名字の地とされる 

・康正元年（1455）、原胤房は、馬加系千葉氏の馬加康胤とともに兵を起

こし、従来の千葉宗家を滅ぼして、馬加系千葉氏を擁立して実権を確立 

・本拠地は 千田庄→生実（上総武田氏に攻撃され退去） 

     →大野など→第一次国府台合戦で小弓公方滅亡 

     後、生実に復帰、また臼井を吸収 

・のちの臼井原氏が本流、他に大野原氏（のちの佐倉原氏）、弥富原氏、

小西原氏など庶流も多い 

  

原氏は、特に享徳の乱以降「千葉百騎、原千騎」という位に主家をしのぐ実

力をもち、「千葉に原、原に高城、両酒井」と、この原氏の重臣に高城氏が数

えられた。それは本土寺過去帳によれば、上総武田氏が生実城を攻めた永正 14

年(1517)には、その位置を確保していた*訳であるが、いつから原氏に従うよ

うになったかは分かっていない。 

＊ 後述するが、その当時の原宗家当主は原胤隆で、胤隆は生実城主なるも、

上総の武田（真里谷）信保、足利義明の攻撃をうけ、八幡庄（市川大野

周辺）へ逃れたらしい  

 

前述したように、原胤房の代に、千葉氏の庶流である馬加康胤とともに主家

である千葉宗家を一旦滅ぼした、原胤房とその一族は、馬加系千葉氏の重臣と

して権勢をふるい、馬加系千葉氏は、本佐倉城を拠点に、古河公方に属しなが

ら、のちには後北条氏の傘下に入り、戦国時代末期まで存続した。 

 

（２）古河公方の勢力と周辺勢力の角逐 

15世紀半ばの高城氏の拠点（推定） 

 

（原氏に従っている場合） 小弓付近：上総山倉、 馬橋など 

（本来の拠点）      栗ヶ沢（後に根木内および小金）、我孫子 
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高城氏が当時原氏の重臣になっていたかはともかくとして、すでに栗ヶ沢に

いたと思われる頃、馬加康胤とともに兵を起こした原胤房とその子孫は千葉氏家

中のなかで大いに勢力をふるった。   

一方、もともとの千葉宗家の胤直の弟で自刃した胤賢の子実胤、自胤は、土

橋の如来堂を逃れ、一時東常縁や両上杉氏に後援されて市川城に拠ったが、それ

は長く続かなかった。足利成氏は康正2年（1456）正月、胤賢の子実胤、自胤の

拠る市川城を急襲したため、実胤は武蔵の石浜城へ、自胤も武蔵赤塚城へ落ちて

いき、武蔵千葉氏として馬加系千葉氏と対立を続けていくことになる。 

享徳の乱の間、上杉家のなかの扇谷上杉氏が家宰太田道灌の活躍もあって台

頭してきたが、一方の関東管領職を歴任する山内上杉家では、家宰職の相続をめ

ぐって文明8年（1476）正月、長尾景春が乱を起こした。当時も両上杉氏は古河

公方足利成氏と戦っていたが、長尾景春は成氏に味方し、文明8年（1476）6月に

は武蔵国五十子で上杉勢を攻撃している。そして、18年続いた五十子の陣は崩壊。

長尾景春はその後も上杉方を包囲、上杉方では、乱拡大を防ぐため、古河公方と

和睦・停戦することにした。また、古河公方方も兵を休めることに同意し、ここ

に和睦が成立する。 

本土寺過去帳を見ると、高城安芸入道、高城孫八、彦四郎が文明8年（1476）

3月から4月に馬橋でなくなっているが、この戦いで戦死したのだろう。 

 

＜長尾景春の乱の攻防図＞ 
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古河公方との和睦が成立した以降も長尾景春の挙兵には、古くからの有力豪

族で平塚城城主であった豊島泰経が同調、蜂起するなど、武蔵国だけでなく、相

模国など広範囲に戦われた。 

文明10年（1478）に足利成氏と和睦した扇谷上杉氏の家宰太田道灌は軍勢を

整え、当時古河公方足利成氏と上杉氏の和睦に反対し、反足利成氏になっていた

千葉孝胤を攻めるべく、弟の太田図書資忠と千葉氏宗家を馬加康胤らに追われ武

蔵石浜城主となった千葉自胤らを下総に向けて出陣させた。下総の千葉孝胤やそ

の重臣原氏らもこれを迎え撃つために軍勢を率いて西進し、12月10日に葛飾の境

根原（柏市酒井根）で両軍は激戦を繰り広げた末、下総千葉軍の大敗となった。

この境根原合戦で具体的な人名は定かでないが、下総千葉軍のうち、原氏、木内

氏といった重臣たちが討死を遂げた。 

柏市域の高田に拠っていた匝瑳勘解由や、我孫子の野嶋入道、今泉入道も戦

死したが、こちらは武蔵千葉氏方である。 

 

（３）臼井城をめぐる攻防 

戦いに敗れた千葉孝胤は、臼井城に拠って再度太田軍と戦うことになる。 

翌文明11年（1479）年1月18日、太田図書資忠、武蔵の千葉自胤らの軍勢は、

千葉孝胤の拠る臼井城を包囲したものの、守りの固さに攻めあぐね、長陣となっ

た。このため、上杉家の将兵たちの間に長陣を厭い帰国するものが相次いだ。 

そこで、太田道灌は千葉自胤に指示して、房総の武将の千葉氏離れを画策し、

千葉自胤は上総国庁南城の武田三河信興入道道鑑と丸ヶ谷城主の武田上総介を

孝胤に背かせた。武田三河入道は千葉自胤と共に下総国海上郡飯沼（銚子市飯沼）

を支配していた海上備中守師胤を降伏させるなど、臼井城周辺に揺さ振りを掛け

ていった。 

＜臼井城跡にたつ太田図書の墓＞ 
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しかし、「惣構」で堅固な守りの臼井城を落とすのは容易でなく、太田図書資

忠、千葉自胤らもこれ以上長陣を敷いても効果なしとして、7月15日に一旦引き

揚げようとした。これに対し、臼井城から兵が打って出て戦いとなり、太田図書

をはじめ五十七人の将兵が討ち取られた。太田図書が討死したのは、現在墓のあ

る第2郭の空掘の西側だったという。太田図書らは討死したが、太田軍の反撃で

臼井城は結局落とされた。千葉自胤は臼井城に城代を置き、武蔵国に引き揚げた

が、臼井城はまもなく千葉孝胤に奪回された。 

 

４．小弓公方の成立と第一次国府台合戦まで 

（伝統的権威の分裂・抗争と上総武田氏、里見氏の台頭） 

 

（１）上総武田氏の下総侵攻 

下総が動乱にあった頃、上総でも武田氏（甲斐の武田と同族）が近隣の小土

豪を屈服させていた。その上総武田氏の初代は、古河公方足利成氏によって上総

国の支配を認められて同国を支配した武田信長である。康正元年（1455）、武田

信長は里見義実らとともに、山内上杉房顕の拠る武蔵国騎西城を攻め、翌康正2

年（1456）年、成氏が千葉実胤、自胤を市川城に攻めた際にも、子の信高らとと

もに上総地方へ侵攻した。上総に入った信長は庁南・真理谷の二城を築いて根拠

とし、庁南城は上総東部を制し、真理谷城は上総西部を鎮する役割を担った。さ

らに久留里や椎津・造南・峰上・笹子などに城を築いて一族を配置し、支配体制

を確立していった。そして、真里谷城には嫡男の信高を入れ、自らは庁南城に拠

った。 

戦国前期になると、真里谷に拠った真里谷武田氏（真里谷氏）が、上総国西

部から中部一帯を領有する大勢力となり、北上して下総国境の生実をうかがうこ

とになる。生実城（南生実の小弓城ではなく、北生実城）を守る原氏は、その上

総真里谷城主であった武田信保と度々所領争いを行っている。 

本土寺過去帳によると、文明3年(1471)に「小弓館」を攻められて討死した原

越前入道道喜という人物がいるが、この時に生実城は落ちたものと思われる。し

かし、永正6年（1509）には原胤隆が連歌師の宗長を招いて連歌を行っているか

ら、その間のどこかで奪還したものと思われる。 

原胤隆の嫡子である胤清の子胤貞の代には、臼井城に入り、臼井の実質的な

領主を兼ね、「小弓、臼井両城主」と呼ばれた。 

 

（２） 小弓公方 足利義明 

武田信保は、恕鑑の号で知られ、智勇に優れた人物で、上総における真里谷家
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の勢力を拡大するため、兄の古河公方であった足利高基と対立して僧体となり、

空然と名乗って奥州を放浪していた足利義明を永正年間の初め頃に連れてきて、

新たな鎌倉公方として擁立、生実城（北生実城、以下同じ）に移座させるという

策略をめぐらした。 

その頃、生実城では、永正6年(1509) 11月に生実城主原胤隆に連歌師宗祇の高

弟である柴屋軒宗長が招かれて浜野の本行寺を旅宿として滞在し、原胤隆と連歌

に興じている。 

永正14年(1517）下総進出を願う真里谷武田信保ら上総武田氏は、古河公方足

利高基の弟、足利義明を主将として、安房里見氏とも結んで生実城を攻め、つい

にこれを攻め落とした（「快元僧都記」など）。 

この戦いで、「原二郎（胤隆、あるいは一族の友幸か）」や「高城越前守父子」

は「滅亡」（実際は原胤隆は八幡庄の真間山弘法寺の寺領を安堵していることか

ら、少なくとも天文2年（1533）まで生存していたのが分かっており、八幡庄辺

りに逃れたものと思われる。城代として城を守っていたとされる原友幸〔小西原

氏、原肥前守胤継の子〕も根木内城に逃れた。討死した高城越前守は胤広とされ

る）、「高城下野守」(高城胤正）は逐電した。また甲斐に原友胤父子は逃れ、友

胤の子は有名な原虎胤に成長する。 

翌永正15年（1518）足利義明は入城して小弓公方、小弓御所と称して、やがて

古河公方と同様、関東に覇をとなえるべく、後北条氏と激突することになる。足

利義明を還俗させ、生実城にいれたのは武田信保であったが、足利義明は小弓公

方となって独自に動くようになり、武田信保が足利義明の勘気を受けたまま病死

すると、その子信隆は北条氏綱のもとに身を寄せた。 

一方、古河公方足利高基は、永正16年（1519年）、椎津城に結城氏をはじめと

した軍勢を差し向け小弓方を攻めた。なお、現在松戸市根木内にある根木内城付

近でも、古河公方派であった千葉宗家、原、高城の勢力と小弓足利義明の勢力と

の戦闘が行われ、永正18年（1521）に名都借で合戦があったほか、年不詳だが、

永正年間には根木内城近くの行人台城でも高城氏家臣が戦死する合戦があった。 

 

＜行人台城＞ 

行人台城は北小金駅の東、根木内交差点にむかう途中の県道沿い南側の小

高い台地上にあった。現在はマンションや一戸建て住宅が建っており、全く

遺構が失われている。平成元年などに発掘調査されたことがあり、薬研堀が

検出されている。城址は東にのびた舌状台地の上にあり、発掘調査の時点で

土塁は東側と南側に残っていて、発掘によって土塁に沿う形で空堀が二本発

見された。その空堀二本は接続せず、南側の空堀は途中で北側に湾曲し、そ

の部分に直径15ｃｍほどの円形の柱穴らしきものがいくつかあり、その場所
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が虎口で、柱穴は木橋が架けられていた痕だという。但し、土塁や堀が検出

されたものの、城としては簡単な構造であること、遺物も行人塚の埋納銭や

近世の耕作などでまぎれたものを除くとさほどの物が出土していないため、

根木内城の防衛のために臨時に建てられた城あるいは砦的なものであった可

能性が高い。 

ここは永正18年(1521)頃に足利義明に味方する里見義通が名都借、小金を

攻めた際に戦場となった場所である。行人台という地名は、行人塚に由来し、

かつては人骨が出土する場所として知られていた。小弓公方足利義明は、上

総武田氏あるいは里見氏を味方に、後北条氏とそれに伍する原氏、高城氏と

対立した。永正12年（1515）には酒井根、八木に進攻し、高城氏と戦ってい

る。行人台城をめぐる戦闘では、高城氏家臣と見られる鈴木帯刀、民部少輔

兄弟が討死している（「本土寺過去帳」に年不詳6月21日の記述あり）。また前

述した通り、この行人台城は根木内城の向い城というべき地点に建てられた

ものであり、恒常的なものでないにせよ、周辺城砦の一つと考えられる。 

 

＜根木内城跡＞ 

 

 

（３）里見氏、武田氏の内訌と小弓公方 

永正15年（1518）、里見氏の当主里見義通がなくなると、その子義豊は既に元

服していて家督を継承し、稲村城に入った。しかし、北条氏綱の策動により、義

豊追い落しを図った叔父実堯、正木通綱らの動きを察知し、実堯を誅殺したとこ

ろ、実堯の子義堯が仇討と称し、後北条氏を後ろ楯として反逆して、義豊を殺害

した。そして義堯が里見氏の当主となったが、真里谷武田信保が足利義明の勘気

を蒙ると、後北条氏と袂を分かち、武田信隆の追放に加担した。こうして、里見



東葛の戦国大名高城氏                  

2011 年 5 月 10 日 

 

15            ©森湖城  

氏は後北条氏と再び対立することになる。 

一方、古河公方は足利高基から子の晴氏の代となり、小弓公方義明は甥の晴

氏と相対していたことになる。 

武田氏の内訌については、武田信隆の異母弟信応が信隆と反目し、足利義明

と結んだ。武田信隆は子の信政とともに、椎津城に籠り、後北条氏の援軍を待っ

たが、小弓公方軍に攻められ、脱出する。その天文6年(1537）の内訌の際、武田

信隆は後北条氏の後援で峰上城に立て籠り、一時後北条氏に走っていた里見義堯

の囲みを受けている。 

こうした小弓公方の一連の動きは、里見氏、武田氏の内訌とあいまって、古

河公方・後北条氏対小弓公方・里見氏の対立を鮮明とさせ、ついに 天文７年

（1538） 国府台合戦（第一次）が戦われる。 

 

（４）松戸の相模台で戦われた第一次国府台合戦 

天文7年（1538）10月、武蔵･相模の後北条氏と雌雄を決するため、小弓公方

義明、武田、里見軍は国府台に出陣したが、配下の西上総の諸士、椎津、村上、

らは、相模台に在陣して後北条軍の太日川渡河を見張った。小弓公方方は約三千、

後北条軍は約七千の軍勢であったという。江戸城から出陣した北条氏綱の約三千

の後北条軍は、10月7日に松戸へ渡河、椎津、村上らの小弓軍を破って南下、こ

れを知った足利義明は千の手勢を率いて北上して交戦、義明本人とその子義純、

弟基頼ら約１４０名が討たれた。こうして、小弓軍は惨敗、国府台に陣を張った

里見義尭率いる里見軍は、早々に戦を見限って安房に帰陣したという。 

 

第一次国府台合戦の対立構図  （伝統的権威がまだ表面に出ている） 

 

（古河公方）足利晴氏  ⇔ （小弓公方）足利義明 

北条氏綱         里見義尭、武田信応など 

    

つまり、第一次国府台合戦は小弓公方軍対後北条軍という色彩が強く、安房

の里見はアリバイ的に参加したという可能性が高い。小弓公方足利義明は嫡子義

純、弟基頼のほか、安房の里見義尭、土気の酒井定治、真里谷武田信応、庁南武

田宗治に出陣を要請し、国府台に陣取って防御工事を行っていた。 

そして義明は力を過信して、後北条軍の渡河を許したうえ、自ら手勢を率い

て戦い、討死している。後北条軍には、千葉宗家は直接加わっていないが、高城

氏（実際に参陣したのは高城胤吉、胤辰親子か）が後北条軍に味方して参戦して

おり、その戦功で現在の神奈川県海老名市などの領地を与えられている。 

第一次国府台合戦の舞台となった相模台には、城跡の遺構らしいものがない。
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ただ戦死者の塚と伝える「経世塚」があり、現在は聖徳学園構内にある。これは

2基の円墳で、古代の古墳であり、その上に中世の板碑がのっている。なお、学

園関係者によれば、この「経世塚」は、前は別の場所にあったが、事情により現

在地にうつされたとのことで、時々近所のお年寄りが写真を撮りにくることがあ

るという。「経世塚」(以下の写真)は、もともとは古墳であり、第一次国府台合

戦とは関係ないのであるが、何時の頃か結び付けられて今日にいたっている。 

 

＜経世塚＞ 

 

 

さて、小弓公方なき後、生実城はどうなったかが問題であるが、天文8年（1539）

に後北条氏が奪還、城の東側に有吉城を築いて里見軍に備えた。 

その後、古河公方足利晴氏は、後北条氏と対立し、大きく情勢が変わる。す

なわち、足利晴氏は北条氏綱の没後、後北条氏の当主となった北条氏康と対立、

関東管領上杉憲政や扇谷上杉の上杉朝定と同盟を結んだが、天文15年（1546年）

の河越夜戦で大敗、古河公方は形式だけのものとなった。また北条氏康に強制さ

れ、晴氏は足利将軍家からも正嫡と認められた子の藤氏を廃嫡、天文21年（1552

年）に古河公方の座を藤氏の異母弟の足利義氏に譲ることとなった。さらに、晴

氏は天文23年（1554年）には古河城を後北条氏に攻められ、相模国波多野に一時

幽閉されるにいたる。弘治元年(1555)足利義氏が北条氏康の後見で元服、千葉氏

や結城氏らは、これを祝して礼物を進上した。その３年後の永禄元年（1558）、

後北条氏の傀儡と化した足利義氏は鶴岡八幡宮に参詣し､古河公方となったこと

を示した。 

これに対し、永禄3年（1560）上杉謙信が関東に出兵すると、高城胤吉・胤辰

親子は後北条氏に同調した。 
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永禄3年（1560年）5月、ついに上杉謙信は北条氏康を討伐するために出陣、

北関東の名胡桃城、厩橋城など後北条方の城を次々に攻略するとともに、関東の

諸将を味方につけるべく檄を飛ばした。さらに翌永禄4年（1561年）には武蔵国

から相模国を攻めたが、その途中で古河城を落とし、後北条氏の傀儡になってい

た足利義氏を放逐、足利藤氏を古河城内に迎え入れた。そして、同年3月には上

杉謙信は10万の軍勢で小田原城を包囲し、堅城で有名な小田原城を1ヶ月ほどし

ても落せずに一旦引き揚げている。 

上杉謙信が古河城の足利義氏を攻めた際、当時の千葉氏の当主胤富は小田原

の北条氏康の要請により援軍を送っている。しかし、その後千葉胤富は上杉謙信

と和議を行い、同年の上杉謙信の関東管領就任式に出席、小山高朝と首座を争っ

たが、謙信のとりなしで胤富が関東諸将の首座となった。 

その際、高城氏は千葉胤富に従って、一時後北条方から離反している。翌年

後北条方への復帰を許されたが、離反の代償として北条氏康から、上杉方に追わ

れた古河公方足利義氏に小金城を仮の御所として提供するように命じられてい

る。こうした動揺は、常総の諸豪族に広く見られた。 

さて、上杉謙信の関東侵攻にあわせて、里見氏の命により、同じ永禄4年(1561)

１月には里見の重臣正木時茂、時忠の兄弟が下総に侵攻、浜野の本行寺には正木

時忠の制札が交付された。また、永禄5年(1562)には後北条氏の攻勢で古河に居

られなくなった足利藤氏らは古河城を退去、里見氏のもとに身を寄せる。一方、

後北条氏が擁立する足利義氏は、小金から佐貫城へ移座した。 

 

５．第二次国府台合戦  （伝統的権威は無力化、新興勢力の角逐→後北条氏勝利へ） 

 

（１）下総をめぐる後北条氏と里見氏の戦い 

永禄 7 年（1563）の第二次国府台合戦は、北条氏康の率いる後北条軍約二万

と里見義弘および里見を支援する太田康資・資正の約一万二千の軍勢の戦いとな

った。その際里見軍が、後北条方の籠る葛西城を攻撃したのが戦いの端緒となっ

たが、これも結局後北条方が勝利し、里見氏は里見弘次や正木大膳らの部将が討

死して敗走、太田氏も本拠地の岩槻などに落ちていった。この両度の国府台合戦

は、国府台城および周辺で戦われ、第一次合戦時は松戸台での激戦が前哨戦にな

っている。後北条氏は第一次合戦時に、扇谷上杉氏を河越城に破った勢いで、太

日川の対岸にある国府台からは 4ｋｍ位西に位置する葛西城を攻略し、上杉家臣

大石氏を破って、岩槻の太田氏も攻めた。その際、小弓公方・里見氏側は国府台

に陣取っている。第二次合戦の際には、上述のように後北条氏は葛西城を根城と

して、里見方の守る国府台に対している。 

 
第二次国府台合戦の対立構図  （伝統的権威衰退、実質的権力前面に） 

 

北条氏康、氏政  ⇔ 里見義尭、義弘 

   北条綱成、北条氏照    太田資正、太田康資、正木時茂 
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なお、この合戦でも高城氏は後北条氏の陣営にあって、唯一の地元の地理に

明るい武将として後北条氏の勝利に貢献した。 

 

（２） 上杉氏から後北条氏が奪取し、拠点とした葛西城 

葛西城は、国府台城の太日川（現江戸川）を挟んだ対岸の地である、現在の東

京都葛飾区青戸 7丁目の環状７号線が通る葛西川（現中川）西岸の平坦な場所に

あって、国府台合戦時に後北条軍の基地となった。葛西城は葛西川（現中川）を

天然の水堀とし、近くに船着場を備えた平城であった。国府台からは西北西約 4

Ｋｍの地点にあり、かつては国府台の台地上から見通せたであろう。現在、葛西

城址は、環状 7号線がその中央部分を南北に通り、道路の西が御殿山公園、東が

葛西城址公園という公園になっていて、地表面を見る限り特に遺構は残っていな

い。 

過去の発掘調査では、上杉氏当時の幅 7、8ｍ程の堀が確認され、一町四方規

模の方形城館であったことが分かっている。その後、天文 7 年（1538）、第一次

国府台合戦の際、北条氏綱が奪取した後、遠山直景を城代にして、城域を拡張し、

町場の整備などが行われた。後北条氏の時代には、葛西城は大幅に手を加えられ、

主郭を区画する堀は幅 18ｍと大規模なものとなり、土塁も築かれた痕跡があるが、

その外側にも郭が展開して東西約 300ｍ、南北約 400ｍの城域をもっていた。後

北条氏が城を改修した後、永禄 3年(1560)には上杉謙信の関東出兵により、小田

原城が攻められた際に、葛西城も反後北条氏勢力の手に落ち岩槻太田氏が支配す

るところとなる。その後、永禄 5年(1562)に後北条氏が本田氏を使って葛西城乗

っ取りを計り、太田康資の指揮で後北条氏が奪還した。そして、永禄 7年（1564）

の第二次国府台合戦の折には、北条氏康がここに本陣をしいた。 

実はこの葛西城跡から、若い女性の頭骨が発掘で見つかっている。上杉氏時

代の古い堀跡に打ち捨てられるようにあったため、上杉氏当時の城を後北条氏が

落とした際の犠牲者（例えば城代大石氏の姫）と推定される。三太刀振るわれて

斬首された跡が残っており、戦国時代の合戦の過酷な一面を語っている。 

 

（３） 後北条軍の逆転勝利と里見軍の敗走 

合戦は永禄 7 年（1564）1 月 8 日、後北条方の遠山直景、富永直勝ら第一陣

が矢切のからめきの瀬を渡ったところで、里見軍の正木大膳の軍勢がこれを襲っ

て始まり、里見軍が緒戦の勝利をおさめたといわれる。ところが、その日の夜、

後北条軍は里見軍が休息しているところに夜襲をかけ、里見軍は完膚なきまでに

叩きのめされたという。しかし、この遠山直景、富永直勝らを里見軍が襲って勝

利をおさめたのは、永禄７年ではなく永禄６年であったという説もある。いずれ

にせよ、里見軍は破れ、太田資正らも落ちていった。 



東葛の戦国大名高城氏                  

2011 年 5 月 10 日 

 

19            ©森湖城  

その際の里見軍の敗走経路を述べると、市川から海神へ入り、夏見台を経て、

船橋城のあった城の腰を通って、峰台にいたり、そこで殿軍が戦闘を行ったと言

われている。すなわち、峰台の慈雲寺では里見軍の殿軍が追撃する後北条軍を迎

撃し、敗走するという合戦が戦われたという。慈雲寺は里見氏所縁の寺で、この

寺の鐘を国府台城で使用し、鐘をつるした松から鐘が川に落ちて、そこが鐘ヶ渕

といわれるという伝承がある。 

 

＜国府台断岸之図 『江戸名所図会』巻之七 揺光之部＞ 

 

 

一方、戦いに勝った後北条氏とそれに連なる原氏、高城氏らは勢いづいた。

この合戦での高城胤辰の活躍は知られているが、高城氏を派遣して自らは動かな

かったとされる千葉宗家の千葉胤富も出陣したと「千葉大系図」には見える。 

なお、この第二次国府台合戦後、後北条軍は上総の奥まで侵攻し、その際に

生実城を奪還し、原氏を小弓に戻したらしい。その時原氏は南生実の小弓城を城

割（破）して北生実の北生実城に移ったとされている。しかし、実際には、発掘

調査で後代の遺物も発見されているため、各種文献で「小弓城」と表記されるの

は北生実城のことで、南生実の小弓城は継続して使用されたと思われる。 
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６．戦国大名高城氏と小金大谷口城 

 

後北条氏に従い、千葉氏・原氏からも独立して、後北条氏の他国衆として戦

国大名となった高城氏の治めた領地は小金領というが、小金領といわれたのは、

現在の野田市南部から流山、柏、我孫子、松戸、市川、鎌ヶ谷、船橋の各市域で

あり、その他にも高城氏は印旛郡の一部、二郷半（二合半）領（埼玉県三郷市）、

葛西領の一部や神奈川県海老名市などに領地をもっていた。それを裏付ける史料

としては「高城古下野守胤忠知行高附帳」があるが、これはほぼ正確ながら、や

や広めに書いているようだ。何れにせよ、高城氏が東葛の雄として、大名にまで

なったことは間違いなく、最盛期の当主高城胤辰は 11 万 8 千石の所領を有した

という。 

永禄 2 年（1559）の『北条氏所領役帳』によれば、原胤貞と並んで高城氏や

両酒井氏（東金、土気）らが後北条氏の「他国衆」として認識されている。後北

条氏にとって、もはや高城氏は外様の家臣という位置づけになったのである。 

高城氏が居城としたのは当初栗ヶ沢城で後に根木内城といい、さらに小金大

谷口城であるが、栗ヶ沢城は遺構が現在残っていない。築城時期も不明であるが、

永享 9年（1437）に栗ヶ沢でなくなった高城四郎右衛門清高という人物の存在が

本土寺過去帳から分かっており、その当時から高城氏は栗ヶ沢に居住していたか、

何か関係があったものと考えられる。その栗ヶ沢は、高城氏が 16 世紀初頭位ま

で根拠地としたようである。 

根木内城は、現在の松戸市域最北端の富士川沿いの標高 20ｍほどの台地上に

あって、国道 6号線が城址のほぼ中央を南北に貫いており、その東半分が残存し

ている。根木内城を拠点に周囲に行人台城や名都借城、小金城など、周辺城砦群

があった。この根木内城の築城時期については定かでないが、現在小金大谷口城

跡に隣接する新義真言宗豊山派の大勝院は、もとは根木内城の近隣にあったとい

い、大勝院所蔵の永正 3年（1506）在銘の板碑は、やはり根木内城跡から出たと

いうから、その当時に築城されたと思われる。 

その根木内城から小金大谷口城に高城氏が移ったのは天文年間以前ではある

が、正確にはよく分からない。小金の城は意外に古く、根木内城に高城氏が拠っ

ていた 16世紀初頭以前から存在し、使用されていたようである。 

その前期小金城は「本城」「中城」「馬屋敷」「外番場・西側」の郭構成であり、

その主郭と見られる「馬屋敷」の西側下に「根郷屋」の地名が残る。この前期小

金城は、高城氏が根木内城を本拠としていた時の支城であるが、原氏が当地を支

配していた際の拠点も小金にあったという。あるいは前期小金城には原氏が拠っ

ていて、その後高城氏に譲渡したとも考えられる。 
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＜小金大谷口城址の平面図＞「東葛飾郡誌」より 

 

城址の南西端にあった「本城」という郭は、発掘調査で規模の大きな建物、

南北 13ｍ、東西 6.2ｍのものと南北 12ｍ、東西 6.52ｍのもの、2棟分が見つかる

など、少なくとも４棟以上の建物の柱址が検出されている。これは、天文 6年

（1537）に竣工したという小金大谷口城の祝賀に訪れた千葉昌胤（小金大谷口城

主である高城胤吉の妻の兄にあたる）が 1週間ほど宿泊した、層楼の賓館があっ

たということと符号するものである。この「本城」の東には「外番場」の郭があ

り、空堀で仕切られ、土橋が渡されていた。また、「本城」の北にある「中城」

には、規模の小さい建物址や地下式土倉 2、土坑 6が検出された。昭和 37年（1962）

の松戸市教育委員会の「中城」と「本城」の発掘調査では、鉛の鉄砲玉、灯明皿、

かわらけ、古銭、内耳土器、陶器片、石臼、鉱滓、溶銅などの遺物が出土した。

前述の千葉昌胤の滞在時には盛大な茶会が催されたが、その茶会に関係のある陶

器片、つまり中国渡来の天目、青白磁、染付、瀬戸天目などが見つかったのは興

味深い。また土坑壁面など表土が焼き固まり、火災にあったらしい痕跡が見られ

たが、これは天正 18 年（1590）豊臣秀吉の臣浅野長吉に攻められ落城した際、

火を掛けられ炎上したことに伴うものか。 

また、「中城」の東側には土塁のあとがあり、その東南角に「本城」へ通じる

西側の土橋、「外番場」につながる北側土橋を守るための櫓台址が認められ、「外

番場」を南北に貫く空堀に土橋、さらにその土橋南側にも櫓台址があった。 

城の北東側にあたる達磨口には、一部の遺構が現在もあり、高さ 4～5ｍもある大

きな土塁などが残されている。 
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また、現在も郭を取り巻く土塁などの遺構が残り、歴史公園となっている、

城の北側に位置する大勝院西方の金杉口に面した台地の発掘調査では、「畝堀」、

「障子堀」といった類例のすくない特殊な空堀や土塁などが見つかっている。 

 

  ＜小金大谷口城址にある畝堀＞ 

   

 

小金大谷口城の東側は台地基部とつながっており、特にその東側からの攻撃

に対応するための防備が強化されている。この城址の郭は、「本城」「中城」「馬

屋敷」「番場」「外番場」「達磨」「中郷」など全部で 12郭あったというが、

大規模な城になったのは高城氏が戦国期に居城として整備してからで、元は前期

小金城というべき小規模な城であったという。 

その前期小金城は「本城」「中城」「馬屋敷」「外番場・西側」の郭構成で

あり、その主郭と見られる「馬屋敷」の西側下に「根郷屋」の地名が残る。この

前期小金城は、前述の通り高城氏が根木内城を本拠としていた時の支城であるが、

原氏が当地を支配していた際の拠点も小金にあったという。あるいは前期小金城

には原氏が拠っていて、その後高城氏に譲渡したとも考えられる。 

これは、最近の小金大谷口城および根木内城の調査・研究などから、根木内

城が手狭になったために、高城氏が小金大谷口城を築城したのではなく、高城氏

が小金に移る以前に小金城は存在し、前述のように原氏がその主であって、のち

に高城氏に譲ったというのが真相かもしれない。金杉口の東方には、新義真言宗

豊山派の大勝院があり、これも城址の一部であるが、もとは根木内城の近隣にあ

ったという。また、城もまわりは葦が生えた低湿地で、西側は旧利根川などの水

運を利用できる環境にあったと思われる。つまり、小金大谷口城はその要害性だ

http://homepage2.nifty.com/mori-chan/sakusaku/1_8_6.htm#negiuchi
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けでなく、南の松戸城や馬橋との水運による連絡が可能であるため、当地に立地

したと考えられる。 

高城氏は、千葉氏の族臣で、事実上千葉家中を牛耳っていた原氏の重臣という

立場で、やがて千葉宗家、および原氏からも独立性を高め、小田原の後北条氏の

他国衆として事実上臣従しながら、下総地方西部に勢力を拡大した。 

永禄 9年（1566）上杉謙信が小金領に侵入した際、高城氏当主は胤則で、既

に小金大谷口城は整備されており、籠城によって上杉謙信の攻撃をしのぎ、囲み

をといた上杉軍は船橋から臼井に向うことになる。 

永禄 9年の上杉軍進攻以降、小金大谷口城は戦いの舞台となることはなかった

が、戦国時代も終わりの天正 18 年（1590）豊臣秀吉の臣浅野長吉に攻められ、

落城した。ここに戦国大名高城氏の小金支配は幕を閉じ、高城氏は任官運動の末

高城胤則、胤重が旗本となったが、多くの家臣は帰農した。 

             

＜小金大谷口城址の数少ない遺構の一つである達磨口＞ 

 
 

高城氏は家臣との結び付きが強かったようで、帰農した家臣にも様々な書状

を発給している。鷲野谷の染谷家にも、天正 19年（1591）のものと思われる高

城胤則書状が残っているが、それは浪人となった家臣の生活を気遣うものである。 

以上 
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